
循環バス「くる梨」の運賃改定にかかる意見募集について 

 本市の循環バスくる梨は、中心市街地の活性化のほか、通勤・通学、通院、買い物など、

市民の日常生活を支える移動手段として運行しています。 

 一方で、乗務員人件費の上昇や燃料、物価の高騰等に伴う運行経費の増大により、年々、

運行欠損額（赤字額）が増加しており、令和７年度においては、運行経費の約８割を公費

で負担しています。【別紙資料】 

 今後も「くる梨」の運行を継続していくため、収支改善に向けた運賃改定等について関

係者で協議してきました。 

 このたび、改定内容（案）について市民の皆様から意見を募集します。 

１ 改定内容（案） 

（１）１乗車あたりの運賃 

種別 現行 改定案 

大人 100円 150円（＋50円） 

障がい者・小人  50円  50円（改定なし） 

（２）１か月定期券 

種別 現行 改定案

大人 3,000円 4,500円（＋1,500円）

障がい者・小人 1,500円 1,500円  （改定なし）

（３）回数券（11枚綴り：1,000円、500円の2種） 

運賃改定時期に併せて販売終了 

（購入済みの回数券は販売終了日から1年間は使用可能）

（４）改定時期 

   令和９年春（予定） 

２ 運賃改定の考え方 

（１）一部区間で路線バスと同じ区間を運行しており、路線バスと同等のサービス提供 

と考え、路線バスの初乗り運賃「170円」を超えないこととします。 

（２）令和７年度に実施したアンケートでは、運賃150円を容認する割合が多い結果と

なりました。また、くる梨の特徴である「分かりやすい価格」と小銭が少なくて済

む「手軽さ」を可能な限り維持するため大人150円とします。 

   【アンケート調査の結果は別紙資料】 

 （３）子育て世代・障がい者の負担を軽減するため、小人（小学生）と障がい者の運賃

を据え置きます。 

 （４）運営コストを削減するとともに、値引きによる減収を無くすため、回数券の販売

を終了します。
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３ 改定内容に対する意見募集 

（１）募集期間 

令和８年８月７日（金）～９月３日（木） 

（２）意見の提出方法 

①鳥取バスターミナルに設置する回答ボックスに投函（車内等に意見用紙を設置） 

②とっとり電子申請サービス（Web）の意見募集フォームから提出 

③くる梨バス停に掲示する二次元コードから提出 

４ スケジュール 

   8 月 バス車内や主要なバス停への掲示、Web等により意見募集の周知 

   9 月 意見のとりまとめ、改定運賃（最終案）の協議 

  10月頃 鳥取市生活交通会議で報告 

       バス事業者から鳥取運輸支局へ運賃改定の届け出 

 （国の認可後）運賃改定に向けた準備 



運賃見直しの背景 ～現状・課題～

各コース別 年間利用者数の推移（単位：千人）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

緑コース 0 0 0 0 0 0 0 0 0 134 139 146 148 149 147 130 90 95 110 117 128 137

赤コース 132 138 134 139 136 138 145 153 144 134 132 130 131 134 135 118 80 85 87 87 89 87

青コース 112 116 116 117 122 127 137 148 147 96 103 103 103 112 115 122 115 112 113 115 112 116

合計 244 254 250 256 258 265 282 302 291 363 373 379 382 395 397 369 286 291 310 319 328 340
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くる梨 運行経費・収入の推移（単位：千円）

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

市負担金 28,060 29,538 32,730 32,632 35,356 27,150 23,181 18,617 21,672 33,399 33,268 31,113 33,629 37,687 39,995 55,348 74,308 86,561 83,598 88,745 97,586 103,073

収入 23,047 22,982 22,633 23,113 23,441 23,767 25,050 26,724 26,865 31,403 31,179 31,644 31,457 32,218 32,223 29,892 21,971 21,956 23,708 24,969 25,869 26,901

収支比率 45.1% 43.8% 40.9% 41.5% 39.9% 46.7% 51.9% 58.9% 55.4% 48.5% 48.4% 50.4% 48.3% 46.1% 44.6% 35.1% 22.8% 20.2% 22.1% 22.0% 21.0% 20.7%
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（収支率）

1 状況

○コロナ禍により激減した利用者数は、全体
的に回復傾向にある。（上のグラフ）

○令和元年度以降、燃料費・物価の高騰や
人員確保に必要な人件費の上昇、老朽化
した車両の修繕費の増加などにより運行
経費が急増中。（下のグラフ）

○収支率は、２０.７％まで落ち込み、運行経
費の約８割を公費で負担。（下のグラフ）

○利用促進や運行効率化に取り組んでいる
が、今後も厳しい運営状況が予想される。

２ 検討経過

令和７年９月 くる梨に関する利用実態調査

アンケート調査の実施

≪適宜≫ 事業者と収支改善策について

協議（効率化や運賃改定等）

令和８年５月 鳥取市生活交通会議へ報告

７月 生活交通会議内に設置した

運賃ＷＧにて運賃改定の協議

(生活交通会議での意見)
運行経費が上昇し、運賃収入とのバランスが

取れていない。今の状態では持続が無理とい

うことが分かる。利用者の声もあるが、一方

で納税者の声もある。末永く必要な方へサー

ビスを届けていくことが使命。議論が必要。

参考１

アンケート調査結果

調査方法 ①令和７年度鳥取市公式ＬＩＮＥ登録者（４１，４３１人）に対してＬＩＮＥアンケート
②令和７年度鳥取市広報モニター（８７人）に対してウェブアンケート
③鳥取バスターミナル、とりぎん文化会館での聞き取り調査

調査時期 令和７年９月
回答者数 １,１７０人 ※過去１年のくる梨利用経験 ある７２４人（６２％）、ない４４６人（３８％）

※設問のリード文
くる梨は、運賃100円（路線バスの初乗り運賃は170円）と安価で利用できますが、
赤字運行となっており、多額の公費（年間約8,000万円）で補填しています。
このことをふまえて、運賃に対するご意見を教えてください。

Ｑ くる梨を利用する頻度をお答えください。

％件数

８.４％６１ほぼ毎日

９.４％６８週に３～５回

１５.５％１１２週に１～２回

２４.２％１７５月に１～２回

３１.５％２２８年に数回程度

１１.０％８０年に１回程度

１００％７２４合計

Ｑ 運賃に対してあなたの考えに最も近いものはどれですか。

％件数

２８.５％３３４
サービス（本数や経由地）を縮小してでも、
現状の運賃（１００円）を維持する

４５.２％５２９
運賃の値上げをしてでも現状のサービス
（本数や経由地）を維持する

１５.９％１８６その他

９.５％１１１わからない

０.９％１０回答なし

１００％１,１７０合計

Ｑ 「利用する視点」から、運賃はいくらが妥当だと思いますか。

％件数

３４.３％４０１１００円のまま

３６.４％４２６１５０円（米子市循環バスと同額）

８.４％９８１７０円（路線バスと同額）

１２.２％１４３２００円

４.０％４７わからない

４.７％５５その他

１００％１,１７０合計

Ｑ 「納税する立場」としては、運賃はいくらが妥当だと思いますか。

％件数

２８.９％２６４１００円のまま

３６.０％３２８１５０円（米子市循環バスと同額）

１１.０％１００１７０円（路線バスと同額）

１６.０％１４６２００円

４.５％４１わからない

３.６％３３その他

１００％９１２合計

減便してでも

１００円維持を

希望

２９％

値上げしてでも現状サービス

の維持を希望

４５％

その他

１６％

分からない・回答なし

１０％

参考２

≪未回答者あり≫


